
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

2016 年（平成 28 年） 

 9 月 15 日（木） 
発行：税理士法人 SBC パートナーズ 
   大阪市北区太融寺町 3番 24号 

 日本生命梅田第二ビル 3階 

 

 

 

 
 
今年の年末調整はココが変わる！ 

 

日 時：2016 年 11 月 10 日（木）    

8:00～9：00（開場７:45～） 
 
講 師：税理士法人 SBC ﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ  

税理士 衣 川  匡 之  
 
対 象：経営者・経理担当者 

 
定 員：5 名（先着順） 
 
参加費：1 名様 3,000 円（税込）  

弊社顧問契約先 1,000 円(税込) 

※当日会場にてお渡し下さい。 

 
会 場：税理士法人ＳＢＣﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ 

名古屋支店 会議室 
 

お問合せ：税理士法人 SBC ﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ 
     Tel: 052-203-1112  
 

（担当：稲垣・野々部） 

 

SBC Seminar 
 

セミナー案内 

 

 

 

 

棚卸資産の評価損を計上した

場合には、税務調査の対象と

なると思われ、その計上を巡

り税務当局との間でトラブル

が生じることも少なくありま

せん。そのため、評価損の事

実を立証する証拠となる書

類、文書等の整備が不可欠と

なります。例えば、棚卸資産

の評価損についての疎明・証

拠書類としては、正規の価格

が値崩れしていることを表す

流通価格表や、従来の製品等

と新製品の性能・品質等の比

較表などが挙げられます。 

Ｓｃｏｐｅ 

税務調査への備え 

SBC  Ｆｉｒｓｔ Ｔａｘ 
エスビーシー・ファーストタックス 

 

棚卸資産の評価損計上での節税は可能か 

例外で評価損の計上が認められるケース 
 

棚卸資産の評価損の計上による節税という話をよく聞く。仮に、資

産価値の下落を評価損として損金算入できれば、法人は税負担の軽減

ができて資金的にも有利になる。 

しかし、法人税法では、原則として、資産の評価替えをして帳簿価

額を減額し評価損を計上した場合には、その減額した部分の金額の損

金算入は認められないことになっている。棚卸資産の価格の下落によ

る損失は、その資産を譲渡しない限り実現しないからだ。 

ただし、例外として、棚卸資産について、以下のような事実が生じ

た場合には、評価損の損金算入が認められる。それは、①災害により

著しく損傷したこと、②著しく陳腐化したこと、③更生計画認可の決

定があったことにより評価替えする必要が生じたこと、④その他これ

らに準ずる特別な事実が生じたこと。したがって、棚卸資産の時価が、

単に物価変動や過剰生産、建値の変更等の事情で低下しただけでは、

評価損の計上はできない。 

②の「著しく陳腐化したこと」とは、棚卸資産そのものには物質的

な欠陥がないにもかかわらず、経済的な環境の変化に伴って、その価

額が今後、回復しないと認められる状態にあることをいう。例えば、

極めて流行性の強い、いわゆる季節商品で売れ残ったものについて、

今後、通常な価額では販売できないことが既往の実績、その他の事情

に照らして明らかである場合が該当する。 

また、その商品と用途の面では概ね同様のものだが、形式、性能、

品質等が著しく異なる新製品が発売されたことによって、その商品に

つき、今後、通常の方法により販売することができないようになった

場合も、「著しく陳腐化したこと」に該当する。 

さらに、④の「その他これらに準ずる特別な事実」とは、例えば、

破損、型崩れ、たなざらし、品質変化などによって、通常の方法によ

って販売することができないようになったことをいうとされている。 

専門家・実務家のための税務戦略ニュース 毎月 3回（5 日.15 日.25 日）発行 

 【注意】当記事に記載されている情報に万が一誤りがあった場合、または当記事を利用することにより生じた損失や損害などについては、いかなる 

場合も一切の責任を負いません。あらかじめご了承ください。 


